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SDGs で共に創る　持続可能な行方

ど
も
を
育
て
る
伝
統
と
と
も
に
、
い
ざ

と
い
う
時
に
は
児
童
ク
ラ
ブ
に
子
ど
も

を
預
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
安

心
感
が
あ
り
、
児
童
ク
ラ
ブ
が
子
供
達

に
と
っ
て
の
家
庭
、学
校
と
な
ら
ぶ
「
第

三
の
居
場
所
」（
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
）
と

し
て
機
能
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

行
方
市
の
人
口
対
策
と
子
育
て
世
代
の

移
住
・
定
住
促
進
に
向
け
て
、
こ
う
し

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
機
能
と
、
こ
れ
を

補
完
す
る
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
、
よ

り
一
層
の
連
携
強
化
と
情
報
発
信
が
必

要
と
思
わ
れ
ま
す
（
４
年
生
、
女
性
）。

３
．
業
務
委
託
型
の
児
童
ク
ラ
ブ
と
課

題
　

行
方
市
の
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
全
国
に

先
駆
け
て
業
務
委
託
型
を
導
入
し
た
点

が
特
徴
的
で
す
。
受
託
事
業
者
は
「
私

た
ち
は
、
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
未

来
へ
の
希
望
を
育
み
、
今
日
を
支
え
ま

す
」
を
そ
の
思
い
と
し
て
お
り
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
へ
の
親
和
性
が
高
い
と
思
わ
れ
ま

す
。
玉
造
キ
ッ
ズ
で
は
「
子
ど
も
た
ち

の
家
庭
環
境
や
地
域
と
の
つ
な
が
り
を

大
事
に
し
た
育
成
」
や
「
鍵
っ
子
を
つ

く
ら
な
い
こ
と
で
、
親
の
働
き
や
す
い

環
境
と
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
促

進
す
る
」
と
の
方
針
で
運
営
さ
れ
て
い

第
23
回

子
ど
も
の
福
祉
と
児
童
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
― 

学
生
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
視
点
か
ら

　
　
行
方
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
茨
城
大
学
教
授　
野
田 

真
里　

１
．「
子
ど
も
の
福
祉
」
を
テ
ー
マ
に
、

行
方
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

２
０
２
２
を
実
施

　
去
る
８
月
19
日
、
私
の
研
究
室
の
学

生
11
名
と
と
も
に
、
行
方
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
２
０
２
２
を
「
子

ど
も
の
福
祉
」
を
テ
ー
マ
に
実
施
い
た

し
ま
し
た
。
麻
生
庁
舎
で
の
ブ
リ
ー

フ
ィ
ン
グ
に
続
い
て
、
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
（
以
下
「
児
童
ク
ラ
ブ
」）
玉
造

キ
ッ
ズ
に
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
対
応
・
ご

尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
、
永
峰
副
市

長
、
政
策
秘
書
課
、
こ
ど
も
福
祉
課
お

よ
び
関
係
各
位
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
市
の
総
合
戦
略
（
改
定
版
）
に
も
あ

り
ま
す
通
り
、
人
口
減
少
・
高
齢
化
へ

の
対
策
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
子
育

て
へ
の
取
り
組
み
が
重
要
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
僭
越
な
が
ら
、
以
下
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
や
地
域
課
題
に
つ
い
て
学
ぶ
若
い
学

生
の
視
点
か
ら
、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
じ
て
見
聞
し
、
感

じ
た
考
察
を
、
皆
さ
ま
へ
の
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
と
し
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ご
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

２
．
子
育
て
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
「
第
三
の
居
場
所
」
と
し
て
の
児
童

ク
ラ
ブ

　

行
方
市
の
児
童
ク
ラ
ブ
に
は
市
内
４

つ
の
小
学
校
（
麻
生
、
麻
生
東
、
北

浦
、
玉
造
）
に
通
う
児
童
１
３
５
３
名

の
う
ち
、
４
８
６
名
の
児
童
が
登
録
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
児

童
の
約
36
％
に
あ
た
り
、
行
方
市
で
は

共
働
き
世
代
が
非
常
に
多
い
点
に
鑑
み

る
と
、
一
見
、
割
合
と
し
て
は
少
な
い

よ
う
に
も
思
え
ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
、

地
域
や
祖
父
母
が
子
ど
も
た
ち
の
面
倒

を
見
る
体
制
が
整
っ
て
い
る
点
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
他
方
、
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、

臨
時
の
利
用
等
の
ニ
ー
ズ
に
は
柔
軟
に

対
応
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

行
方
市
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
子

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

実
際
に
子
ど
も
た
ち
と
接
す
る
中

で
、
学
年
の
大
き
い
子
が
小
さ
い
子
を

助
け
る
な
ど
自
主
性
や
社
会
性
が
育
ま

れ
、
健
や
か
な
成
長
が
で
き
る
環
境
が

整
っ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
他
方
、
課
題
と
し
て
、
業
務
委
託

に
よ
り
、
市
が
直
接
運
営
す
る
場
合
よ

り
も
利
害
関
係
者
が
多
岐
に
及
ぶ
こ
と

か
ら
、
市
、
学
校
、
保
護
者
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
そ
し
て
運
営
会
社
の
間
で
の
一

層
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
連
携
が

必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
（
４
年
生
、

女
性
）。

▶	

茨
城
大
学
野
田
研
究
室
の
学
生
が
、
玉
造
キ
ッ

ズ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
（
筆
者
撮
影
）


